
－ 合格コーチのＡＡＳ 診断士２次試験のホットな情報を発信しています。 － 

● ４月号 収益性改善を課題とする和菓子・和食器卸売業Ｄ社の事例 

 

●第 1問の補足資料 

 

＜主な経営指標の数値＞ 

 平成 19 年度 平成 20 年度 結果 

総資本経常利益率 ０．７９％ ０．４８％ 0.31ポイント悪化 

総資本回転率 ２．１６回 ２．００回 0.16ポイント悪化 
売上債権回転率 １４．９５回 １４．８３回 0.12ポイント悪化 
棚卸資産回転率 １６．８７回 １４．３２回 2.55ポイント悪化 
固定資産回転率 ４．４２回 ４．１５回 0.27ポイント悪化 
有形固定資産回転率 ４．７６回 ４．４６回 0.3ポイント悪化 
無形資産回転率 １３１．８１回 １２２．４８回 9.33ポイント悪化 

経常利益率 ０．３７％ ０．２４％ 0.13ポイント悪化 
売上総利益率 １０．０６％ １０．０４％ 0.02ポイント悪化 
営業利益率 ０．６５％ ０．４５％ 0.2ポイント悪化 
人件費比率 ７．１４％ ７．６２％ 0.48ポイント悪化 
販売費比率 １．３２％ １．０６ 0.26ポイント改善 

その他管理費比率 ０．７０％ ０．６７％ 0.3ポイント改善 

 
● 第 1問の論理の構造化 

 
 
 
 

＜テーマ＞ 

経営上の問題点 

収益性の改善 

根拠並列型 

＜問題①＞ 

和菓子の薄利と

廃棄ロスの増加 

ヨコの関係 

タテの関係 
＜問題②＞ 

人件費の 

固定化 

売上高 

総利益率 

棚卸資産 

回転率 

売上高 

人件費比率 

＜問題点③＞ 

和食器の 

過剰在庫 

＜結論＞ 

３つの問題点 

根拠を的確に 

示す経営指標 
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－ 合格コーチのＡＡＳ 診断士２次試験のホットな情報を発信しています。 － 

● 第 4問の補足資料 ＜中小企業白書 2008 年から抜粋＞ 

①（ｐ１８４）第 3-2-29 図 情報開示に伴うメリット(従業員規模別) 

～従業員規模が大きくなるほど、「企業イメージ」、小さくなるほど「金融機関からの資

金調達」をメリットとしている～  

 

 

② （ｐ１８６）第 3-2-32 図〔2〕 中小企業のコーポレートガバナンス構築における重要な取組

(金融機関) 

～金融機関は「ステークホルダーへの説明責任」「迅速かつ適切なディスクロージャー」

「法令等遵守(コンプライアンス)」をより重視している～  
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－ 合格コーチのＡＡＳ 診断士２次試験のホットな情報を発信しています。 － 

● 第5問の論理の構造化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法並列型 

＜結論＞ 

経営改善につながる 

情報化を進める 

＜経営改善＞ 

棚卸資産回転率の改

善に活用する 

ヨコの関係 

＜内容②＞ 

営業の場でリアルタ

イムに情報共有 

↓ 

顧客提案力の強化 

＜内容①＞ 

販売管理と 

在庫管理の連動 

↓ 

正確な在庫数量 

タテの関係 

＜テーマ＞ 
Ｄ社の経営改善に 

情報システムを活用 

＜経営改善＞ 

売上高人件費比率の

改善に活用する 
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合格コーチのＡＡＳ 中小企業診断士講座 お申し込み受付中！ 

ホームページはこちら⇒http://www.aas-clover.com/ 


